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在宅高齢者虐待通報に関する要国の研究





















































































2006年7月上旬から 8月末までに無記名自記式調査 を経験した群37人 (48.7%) (以下通報群と略)と通







































対象者の属性 通報群 非通報群 χ2検定(n=37) (n=39) 
'性 別
男 '性 6 (16.2) 8 (20.5) 
女 '性 31 (83.8) 31 (79.5) 
n.s. 
20 歳 代 2 ( 5.4) 6 (15.4) 
30 歳 代 11 (29.7) 9 (23.1) 
年 齢 40 歳 代 12 (32.4) 18 (46.2) n.s. 
50 歳 代 10 (27.0) 4(10.3) 
60 歳 以 上 2 ( 5.4) 2 ( 5.1) 
1年以上5年未満 19 (51.4) 22 (56.4) 
勤務年数 5年以上10年未満 13 (35.1) 11 (28.2) n.s. 
11 年 以 上 5 (13.5) 6 (15.4) 
ケアマネジャー 27 (73.0) 16 (41.0) ** 
介 護 福 ネ止 士 15 (40.5) 14(35.9) n.s. 
./'.、 ノレ ノ¥。 一 2 級 13 (35.1) 20 (51.3) n.s. 
ネ土 之コミ』 福 ネ止 士 8 (21.6) 4 (10.3) n.s. 
看 護 師 6 (16.2) 8 (20.5) n.s. 
表2 虐待に関する情報源
人(%)
虐待に関する情報源 通報群 非通報群 χz検定(n=37) (n=39) 
新 間 29 (78.4) 25(64.1) n.s. 
専門職向け雑誌 27 (73.0) 27 (69.2) n.s. 
仲 間 7Jヨ ら 24(64.9) 34(87.2) * 
ア レ ピ 22 (59.5) 26 (66.7) n.s. 
職 場 外 研 修 22 (59.5) 16 (41.0) n.s. 
両齢者虐待に関する書籍 19 (51.4) 10 (25.6) * 
職 場 内 研 イ事 12 (32.4) 14 (35.9) n.s. 
イ ンターネ ツ ト 6 (16.2) 11 (28.2) n.s. 


























虐待の対応をする時 通報群 非通報群 χ2検定
に相談したい相手 (n=37) (nニ39)
閉じ職場の上司等 36 (97.3) 39 (100.0) n.s. 
介護支援専門員等関係者 36 (97.3) 38 ( 97.4) n.s. 
地域包括支援センター 32 (86.5) 23 ( 59.0) ** 
在宅介護支援センター 32 (86.5) 24( 61.5) * 
市 町 村 30 (81.1) 22 ( 56.4) * 
主 1台 医 27 (73.0) 22 ( 56.4) n.s. 
虐待者以外の親族 21 (56.8) 21 ( 53.8) n.s. 
























虐待の対応をしてい 通報群 非通報群 ど検定く中での不安や困難 (n=37) (n=39) 
知識不足のため、自信がない 23 (62.2) 27 (69.2) n.s. 
十分な時間がとれない 24 (64.9) 22 (56.4) n.s. 
技術上の自信がない 18 (56.3) 18 (54.5) n.s. 
行政機関の協力体制の不備 18 (48.6) 19(48.7) n.s. 
































通報を考える虐待のサイン 通報群 非通報群 χ2検定(nニ37) (n=39) 
追い出して鍵をかける 36 (97.3) 29 (74.4) ** 
車椅子に紐でくくる 34 (91.9) 24 (61.5) ** 
栄養失調・脱水症状 33 (89.2) 21 (53.8) ** 
治療を受けさせない 33 (89.2) 24 (61.5) ** 
脅え・不安な様子、無表情な顔つき等 32 (86.5) 19(48.7) *** 
衣類や寝具の汚れや異臭を放置 32 (86.5) 17 (43.6) *** 
風呂等が使わせてもらえない 31 (83.8) 19(48.7) ** 
打撲傷・アザ・みみず腫れ 30 (81.1) 19(48.7) ** 
性器の裂傷、下着の破損等 30(81.1) 22 (56.4) * 
サー ピスの拒否 24 (64.9) 14(35.9) * 
専門職の介入を嫌がる 23 (62.2) 13 (33.3) * 
人を恐れる・嫌悪・人目を避ける 22 (59.5) 12 (30.8) ** 
介護方法への助言を聞き流す 18 (48.6) 11 (28.2) n.s. 
無関心、諦め、なげやりな態度 17 (45.9) 10 (25.6) n.s. 
排尿・排便の我慢、トイレ不安神経症等 15 (40.5) 8 (20.5) n.s. 
注)*:pく0.05、料:p<O.Ol、***:pく0.001、n.s.:notsignificant 
5 )通報しなかった理由(図 2) 
通報しなかった理由について、図2に示した。


































推進してほしい高 通報群 非通報群 ど検定齢者虐待予防施策 (n=37) (n=39) 
認知症に関する知識や介護方法の周知・啓発 20(54.1) 23 (59.0) n.s 
養護者のメンタルヘルス相談事業 19(51.4) 20 (51.3) n.s 
高齢者虐待に関する知識・理解の啓発 18 (48.6) 19(48.7) n.s 
両齢者虐待に関する対応窓口の周知 14(37.8) 21 (53.8) n.s 
専門的人材の確保 13 (35.1) 18 (46.2) n.s 
養護者支援のためのショ』トステイ居室の確保 12 (32.4) 10 (25.6) n.s 









































































































































































































虐待防止研究， 2 (1)， P.25咽36，2006 
12)政令:第261号 (1999年9月20日)
13)小川孔美，他:高齢者虐待防止ネットワークが機
能するための条件，高齢者虐待防止研究， 2 (1) ， 
P.79-89. 2006 
-80-
